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10 －５　2022 年 1 月 22 日の日向灘の地震周辺の三次元地震波速度および減衰構造 
 Three-dimensional seismic velocity and attenuation structure around the Hyuga-
Nada earthquake on January 22nd, 2022
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2022 年 1 月 22 日 1 時 08 分頃に MJMA6.6 の日向灘の地震が発生した（第 1 図）．この周辺の三次
元地震波速度構造 1) と減衰構造 2) の北北西－南南東断面を第 2 図に示す．断面図から，本震は沈み
込む高速度なフィリピン海プレートの内部のやや低速度な領域で発生した．減衰構造については深
いため解像度の問題があるが，低減衰域で発生しているように見える．本震周辺の東北東 - 西南西
断面を第 3 図に示す．断面と本震の位置が 40 km 程度ずれていることを考慮すると，高速度なプレ
ート内で起きていることが分かる．震央は 2003 年の長期的スロースリップイベントのすべり域 3)

の南西端に位置する．
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第 1 図　 2022 年 1 月 22 日の日向灘の地震の震央と観測点分布．青枠は第 2 図および第 3 図の断面の位置を示す．

Fig. 1  Location of epicenter of mainshock and distribution of seismic stations. Blue squares denote the location of Figs. 2 
and 3.

第 2 図　 本震付近を通る北北西 - 南南東断面の P 波速度パータベーション構造，S 波速度パータベーション構造，
減衰構造．

Fig. 2  Vertical cross section of NNW-SSE direction through the mainshock for Vp perturbation (upper), Vs perturbation 
(middle), and Qp-1 (lower). Mainshock occurred at the slightly low-Vp zone within the high-V subducting Philippine 
Sea plate.
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第 3 図　 本震付近を含む東北東 - 西南西断面の P 波速度パータベーション構造，S 波速度パータベーション構造，
減衰構造．本震は断面図の約 40km 南に位置する．

Fig. 3  Vertical cross section of ENE-WSW direction including the mainshock for Vp perturbation (upper), Vs perturbation 
(middle), and Qp-1 (lower). Mainshock is located at approximately 40 km away from the cross section.
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